
「人気温泉旅館ホテル選」に入選

ガ
イ
ド
と
巡
る
ツ
ア
ー
が
人
気


の
お
も
て
な
し
を
用
意

お
客
さ
ま
の
満
足
を
第
一
に

圧
巻
の
大
木
露
天
風
呂

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
で
健
康
増
進

ロ
ビ
ー
で
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

好
評
の
朝
食
バ
イ
キ
ン
グ

朝
野
家
全
景

朝
野
家
在
籍
の
観
光
ガ
イ
ド

　
兵
庫
県
の
湯
村
温
泉
は
、

今
か
ら
お
よ
そ
１
１
５
０
年

前
に
慈
覚
大
師
が
発
見
し
た

と
い
う
古
湯
。
ド
ラ
マ
「
夢

千
代
日
記
」
の
舞
台
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。

　
こ
こ
湯
村
を
代
表
す
る
名

旅
館
「
朝
野
家
」
（
朝
野
泰

昌
社
長
）
が
強
い
こ
だ
わ
り

を
持
つ
の
が「
サ
ー
ビ
ス
」。

温
泉
街
や
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
を
案
内
す
る
着
地
型

ツ
ア
ー
が
国
内
外
の
観
光
客

か
ら
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
ガ
イ
ド

を
旅
館
が
自
前
で
調
達
す
る

こ
と
だ
。
朝
野
家
に
は
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
公
認
ガ
イ

ド
が

人
在
籍
。
ジ
オ
パ
ー

ク
や
緊
急
救
命
の
深
い
知
識

を
持
つ
社
員
ガ
イ
ド
が
楽
し

く
安
全
に
観
光

客
を
案
内
す

る
。
ち
な
み
に

公
認
ガ
イ
ド
は

町
全
体
で

人

と
い
う
か
ら
、

そ
の
ほ
と
ん
ど

が
朝
野
家
に
在

籍
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
２
０
１
５
年

の
ス
タ
ー
ト
時

は
、

組
、
４

５
６
人
の
宿
泊

客
が
利
用
。
そ

の
後
、
直
近
の


年
７
月
～

年
６
月
の
１

年
間
は
１
８
８
組
、
４
８
５

２
人
と
、
利
用
客
が

倍
以

上
増
え
た
。
台
湾
を
中
心
に

外
国
人
宿
泊
客
の
利
用
も
増

え
て
い
る
。

　
湯
村
の
温
泉
街
を
散
策
す

る
ツ
ア
ー
も
楽
し
い
。
温
泉

の
秘
密
や
、
地
域
住
民
の
温

泉
利
用
法
を
ガ

イ
ド
か
ら
聞
く

ほ
か
、

度
の

源
泉
が
湧
き
出

る
温
泉
地
の
シ

ン
ボ
ル「
荒
湯
」

で
ゆ
で
卵
作
り

や
飲
泉
体
験
、

そ
し
て
温
泉
熱

を
利
用
し
て
作

る
生
キ
ャ
ラ
メ

ル
の
試
食
が
受

け
て
い
る
。

「
荒
湯
生
キ
ャ

ラ
メ
ル
」
は
練

乳
を
６
～
８
時

間
、源
泉
で
湯
が
い
た
も
の
。

「
ア
ミ
ノ
酸
と
糖
質
の
加
熱

に
よ
り
起
こ
る
メ
イ
ラ
ー
ド

反
応
で
色
が
濃
く
な
り
、
味

と
香
り
が
良
く
な
る
」
と
い

う
。

　
朝
野
家
で
は
、
温
泉
街
の

散
策
ツ
ア
ー
に
同
行
す
る
ガ

イ
ド
の
代
金
は
、

人
以
上

の
団
体
の
宿
泊
客
の
場
合
、

無
料
に
な
る
（
要
予
約
）
。

　
団
体
か
ら
個
人
、
歓
楽
型

か
ら
目
的
型
へ
と
旅
の
志
向

が
変
化
す
る
中
、
「
豊
富
な

体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
お
客
さ
ま

に
多
く
の
楽
し
み
を
提
供
す

る
ほ
か
、
お
客
さ
ま
の
滞
在

時
間
を
少
し
で
も
伸
ば
す
こ

と
で
地
域
経
済
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
。

　
▽
朝
野
家
は
兵
庫
県
美
方

郡
新
温
泉
町
湯
１
２
６
９
。

☎
０
７
９
６
（
９
２
）
１
０

０
０
。http://www.asanoya.

co.jp/

きめ細やかな心配り

　「
本
陣
平
野
屋
　
花
兆
庵
」

（
有
巣
秀
司
社
長
）
は
、
飛

騨
の
小
京
都
、
高
山
の
中
心

に
建
つ
古
都
の
風
情
あ
ふ
れ

る
宿
。

の
部
屋
に

人
の

お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
で
対

応
。
き
め
細
や
か
な
心
配
り

で
上
質
な
大
人
の
宿
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
め
る
。

　
同
館
で
は
１
０
０
の
お
も

て
な
し
を
用
意
。
そ
の
一
つ

と
し
て
、
夕
食
は
事
前
に
予

約
す
る
と
客
室
か
料
亭
か
好

き
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
苦
手
な
食
材
や
ア
レ

ル
ギ
ー
食
材
も
で
き
る
限
り

対
応
す
る
。

　
Ｊ
Ｒ
や
高
速
バ
ス
利
用
者

向
け
に
は
到
着
時
間
に
合
わ

せ
て
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
、
高
山

バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
迎
え
に

行
く
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
前
の

時
間
の
迎
え
や
、
荷
物
だ
け

の
お
預
か
り
に
も
対
応
。
翌

日
の
荷
物
預
か
り
も
し
て
お

り
、
同
館
か
ら
徒
歩
１
分
で

行
け
る
高
山
陣
屋
や
古
都
を

到
着
か
ら
出
発
ま
で
ゆ
っ
く

り
と
観
光
で
き
る
。

　
マ
イ
カ
ー
の
預
か
り
や
、

朝
食
後
も
布
団
を
上
げ
な
い

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
好
評
。

　
料
理
は
、
飛
騨
の
旬
の
野

菜
と
産
地
直
送
の
海
の
幸
を

組
み
合
わ
せ
た
献
立
。
献
立

は
季
節
に
こ
だ
わ
り
ひ
と
月

ご
と
に
変
わ
る
。

　
▽
本
陣
平
野
屋
　
花
兆
庵

は
岐
阜
県
高
山
市
本
町
１
の


。
☎
０
５
７
７
（
３
４
）

１
２
３
４
。http://www.hon

jinhiranoya.com/

お
も
て
な
し
イ
メ
ー
ジ

　
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の
加

賀
屋
（
小
田
與
之
彦
社
長
）

は
明
治

年
創
業
。
屋
号
に

は
創
業
者
の
小
田
與
吉
郎
氏

が
加
賀
・
津
幡
の
出
身
で
あ

り
、
天
下
に
響
く
雄
藩
加
賀

百
万
石
の
よ
う
に
大
き
く
飛

躍
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
い
る
。

　
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し
の

心
は
、
「
い
つ
も
お
客
さ
ま

の
満
足
を
第
一
に
考
え
、
働

い
た
」
と
い
う
先
代
女
将
の

小
田
孝
さ
ん
（
故
人
）
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
。
小
さ
な

気
配
り
、
心
配
り
を
基
本
に

し
た
客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。

今
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
習

慣
、
女
将
た
ち
に
よ
る
あ
い

さ
つ
ま
わ
り
は
、
こ
こ
加
賀

屋
で
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

　
「
小
田
孝
は

お
客
さ
ま
に
は

『
で
き
ま
せ

ん
』
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
し

て
、
一
人
一
人

の
お
客
さ
ま
と

真
剣
勝
負
を
す

る
つ
も
り
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
あ

た
っ
た
」
（
同

館
）
。
そ
の
心

は
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　
１
階
の
「
錦
大
路
」
は
、

全
長

㍍
に
わ
た
る
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
ゾ
ー
ン
。
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
シ
ョ
ー
が
開

催
さ
れ
る
シ
ア
タ
ー
ク
ラ
ブ

「
花
吹
雪
」
や
和
風
ス
テ
ー

ジ
「
祭
り
小
屋
」
な
ど
が
設

け
ら
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
作
り

出
し
て
い
る
。

　
「
加
賀
屋
別

邸
松
乃
碧
」
は

こ
の
春
、
食
事

処
（
全

室
）

を
半
個
室
か
ら

完
全
個
室
に
改

装
し
、
よ
り
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な

空
間
で
食
事
を

楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま

た
。
室
内
で
行

き
来
で
き
る
コ

ネ
ク
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
を
３
室

設
置
、
「
小
グ

ル
ー
プ
な
ど
幅
広
い
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

同
館
。

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、

首
都
圏
か
ら
時
間
的
に
ぐ
っ

と
近
く
な
っ
て
に
ぎ
わ
う
金

沢
。
加
賀
屋
グ
ル
ー
プ
の
旅

館
と
し
て
、
金
沢
で
も
加
賀

屋
流
の
お
も
て
な
し
を
提
供

し
好
評
な
の
が
、
「
料
理
旅

館
　
金
沢
茶
屋
」
だ
。

　
金
沢
駅
か
ら
徒
歩
３
分
と

駅
前
に
あ
り
な
が
ら
、
路
地

を
通
り
少
し
奥
ま
っ
た
隠
れ

家
的
場
所
に
位
置
。
「
か
な

ざ
和
を
め
し
あ
が
れ
」
を
テ

ー
マ
に
、
加
賀
料
理
や
、
夏

は
ウ
ナ
ギ
、
冬
は
フ
グ
な
ど

季
節
の
味
覚
を
加
賀
屋
伝
統

の
味
と
お
も
て
な
し
で
楽
し

ま
せ
る
。

　
▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部

番
地
。
☎

０
７
６
７
（
６
２
）
１
１
１

１
。https://www.kagaya.co

.jp/

完
全
個
室
に
改
装
さ
れ
た
加
賀
屋
別
邸

松
乃
碧
の
食
事
処

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下

呂
温
泉
の
小
高
い
丘
に
建
つ

紗
々
羅
は
、
全

室
の
客
室

の
う
ち
、
約
半
数
の

室
が

露
天
風
呂
付
き
だ
。
「
き
れ

い
な
夜
景
を
眺
め
、
好
き
な

音
楽
を
聞
き
な
が
ら
露
天
風

呂
に
つ
か
れ
る
。
お
湯
は
も

ち
ろ
ん
天
然
温
泉
。
至
福
の

時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
。

　
全
室
が
温
泉
街
と
清
流
飛

驒
川
を
望
む
紗
々
羅
館
、
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
な
調
度
品
を
集

め
た
森
山
館
、
離
れ
の
「
ゆ

ら
り
」
と
、
三
つ
の
館
が
あ

る
。
紗
々
羅
館
は
特
別
室

「
月
の
湯
舟
」
、
森
山
館
は

坪
庭
付
き
和
室
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
造

り
。
露
天
風
呂
も
ヒ
ノ
キ
、

陶
器
、
岩
、
丸
太
と
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
樹

齢
千
年
の
大
木

を
く
り
抜
い
た

露
天
風
呂
は
圧

巻
だ
（
月
の
湯

舟
）
。

　
ゆ
ら
り
は
さ

ら
に
ぜ
い
た
く

な
気
分
を
味
わ

い
た
い
人
に
お

薦
め
。
オ
ー
ナ

ー
が
８
年
が
か

り
で
集
め
た
古

木
に
合
わ
せ
て

設
計
、
飛
驒
の
宮
大
工
が
匠

の
技
で
造
り
上
げ
た
古
民
家

風
の
客
室
だ
。
庭
園
に
大
木

と
岩
の
二
つ
の
露
天
風
呂
が

付
き
、
温
泉
三
昧
を
楽
し
め

る
。

　
▽
紗
々
羅
は
岐
阜
県
下
呂

市
森
１
４
１
２
の
１
。
☎
０

５
７
６（
２
４
）１
７
７
７
。

http://www.sasara.co.jp/

特
別
室
「
月
の
湯
舟
」
の
大
木
露
天
風

呂

「
ス
イ
メ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
提
案

「
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
」
の
屋
内

温
泉
プ
ー
ル

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下

呂
温
泉
の
湯
を
堪
能
で
き
る

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
旅
館
、
水
明

館
（
瀧
康
洋
社
長
）
。
プ
ー

ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
を

備
え
た
館
内
施
設
「
す
い
め

い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
」
で
の
運

動
療
法
、
滞
在
型
温
泉
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
で
「
健
康
の

旅
」
を
提
案
し
て
い
る
。

　
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
可

す
る
運
動
型
健
康
増
進
施
設

だ
が
、
２
０
１
６
年
３
月
に

は
指
定
運
動
療
法
施
設
の
認

可
も
受
け
、
健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
身
体
診
断
と
健
康

づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
施
設
へ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
。
指
定

運
動
療
法
施
設

は
、
運
動
指
導

を
行
う
環
境
、

人
材
、
設
備
が

整
っ
た
施
設

で
、
医
師
の
指

示
に
基
づ
く
運

動
療
法
を
実
施

す
る
際
に
必
要

と
な
る
利
用
料

金
が
所
得
税
の

医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
る
。

　
電
動
開
閉
式

の
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
持
つ
屋

内
温
泉
プ
ー
ル
は
、

㍍
コ

ー
ス
５
本
を
備
え
て
い
る
。

特
定
日
に
は
、
専
門
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ア
ク

ア
ビ
ス
と
水
中
健
康
体
操
の

レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
る
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
に
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
、
エ
ア

ロ
バ
イ
ク
、
各

種
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
い

る
。

　
滞
在
型
温
泉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
し
て
「
ス
イ

メ
イ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」を
提
唱
。

日
本
庭
園
な
ど

を
備
え
た
約
１

万
坪
の
敷
地

内
、
温
泉
地
に

整
備
さ
れ
た
遊

歩
道
な
ど
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
て
健
康
を
増
進
。
遊
歩
道

は
同
館
会
長
が
、
旅
館
裏
手

の
敷
地
に
砂
利
を
敷
き
詰

め
、
花
々
を
植
え
、
長
い
時

間
を
か
け
て
整
備
し
た
と
い

う
。
同
館
女
将
も
「
朝
は
ち

ょ
っ
と
早
起
き
し
て
、
散
歩

に
出
掛
け
て
み
て
は
」
と
勧

め
て
い
る
。

　
心
身
を
癒
や
す
温
泉
大
浴

場
は
、
山
水
閣
の
内
風
呂
付

き
野
天
風
呂
、
飛
泉
閣
の
展

望
大
浴
場
、
臨
川
閣
の
檜
と

恵
那
の
さ
び
石
を
用
い
た
大

浴
場
の
３
カ
所
。

年
春
に

オ
ー
プ
ン
し
た
岩
盤
浴
で

は
、
温
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
天
然
鉱
石
が
自
然
な
心
地

よ
さ
を
生
み
、
健
康
増
進
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
☎
０
５

７
６（
２
５
）２
８
０
０
。h

ttps://www.suimeikan.co.jp
/

フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
が
楽
し
め
る
メ
イ
ン

ロ
ビ
ー

　
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
（
加

藤
昌
利
社
長
）
は
こ
の
夏
か

ら
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク

を
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
で
の
フ
リ

ー
ド
リ
ン
ク
ス
タ
イ
ル
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
「
西
伊

豆
随
一
の
眺
望
を
誇
る
当
館

の
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
で
、
お
好

き
な
ド
リ
ン
ク
を
お
好
き
な

だ
け
、
自
由
に
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
」
。

　
ド
リ
ン
ク
は
淹い

れ
た
て
の

コ
ー
ヒ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
か
ら
選
べ
る
フ
レ
ー
バ
ー

テ
ィ
ー
、
旅
の
疲
れ
を
癒
や

す
コ
ー
ル
ド
ド
リ
ン
ク
な
ど

日
替
わ
り
。
宿
泊
客
は
無
料

で
利
用
で
き
る
。
営
業
時
間

は
午
後
２
時
か
ら
同
７
時
ま

で
。
「
絶
景
の
海
、
空
、
島

々
を
眺
め
な
が

ら
、
非
日
常
の

ひ
と
と
き
を
お

楽
し
み
く
だ
さ

い
」
。

　
海
を
見
下
ろ

す
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
の
同

館
。
メ
イ
ン
ロ

ビ
ー
や
客
室
、

展
望
大
浴
場
か

ら
は
「
伊
豆
の

松
島
」
と
称
さ

れ
る
絶
景
を
一

望
。
海
に
沈
む

感
動
的
な
夕
日

も
観
賞
で
き
る
。

　
▽
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
は

静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
仁

科
２
９
７
７
の
１
。
☎
０
５

５
８（
５
２
）２
２
１
１
。h

ttp://www.dougashima-new
ginsui.jp/

　ヘリコプター送迎開始！
　「観音温泉ヘリポート」

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自

家
源
泉
か
け
流
し
の
宿
」
観

音
温
泉
（
鈴
木
和
江
社
長
）

は
、
伊
豆
半
島
の
豊
か
な
山

間
に
た
た
ず
む
極
上
源
泉

宿
。
昭
和

年
、
先
代
社
長

が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯

と
と
も
に
「
観
音
像
」
を
出

土
、
観
音
温
泉
が
産
声
を
あ

げ
た
。

　
観
音
温
泉
で
は
、
三
つ
の

源
泉
か
ら
、
ｐ
Ｈ
９
・
５
の

豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、
硬
度

１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
の

極
上
源
泉
が
毎
分
６
０
０
㍑

も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
そ
の

泉
質
は
〝
美
肌
の
湯
〟
を
超

越
し
て
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と

ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉

に
も
最
適
で
、
日
頃
の
食
生

活
な
ど
に
よ
り

酸
性
に
偏
り
が

ち
な
身
体
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る

効
果
も
期
待
さ

れ
る
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
入
り
の

温
泉
水
「
飲
む

温
泉
・
観
音
温

泉
」
は
過
去
モ

ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高

金
賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を

同
時
受
賞
。
都
内
３
ツ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ス
ー
プ
に
も
使

用
さ
れ
、
現
地
で
は
煮
る
、

炊
く
、
蒸
す
、
焼
く
、
蒸
か

す
な
ど
全
て
の
調
理
に
こ
の

温
泉
水
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
観
音
農
園
ハ
ウ

ス
で
は
芳
醇
な
ト
マ
ト
や
野

菜
が
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
、

温
泉
水
で
漬
け
込
ん
だ
梅
干

し
と
と
も
に
大
好
評
。
下
田

近
郊
で
地
揚
さ
れ
た
豊
富
な

海
の
幸
と
と
も
に
〝
天
然
の

恵
み
に
よ
る
お
も
て
な
し
〟

に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。

　
大
浴
場
は
豊
か
な
香
り
の

「
大
総
檜
風
呂
」
や
星
空
が

感
動
的
な
「
星
空
の
満
天
露

天
風
呂
」
が
人
気
の
「
ガ
ラ

テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」に
加
え
、

第
三
号
源
泉
を
使
用
し
た

「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」が
大

好
評
。
日
帰
り
温
泉
や
貸
し

切
り
風
呂
で
極
上
源
泉
を
手

軽
に
堪
能
で
き
る
。
宿
泊
棟

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天

風
呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
」、星
空
の
満
天
檜

風
呂
付
き
部
屋
の「
本
館
」、

豊
か
な
森
林
ゾ
ー
ン
に
た
た

ず
む
庭
園
檜
風
呂
付
き
部
屋

の
「
正
運
館
」
、
観
音
温
泉

発
祥
の
地
で
昔
な
が
ら
の
湯

治
や
連
泊
に
最
適
な
「
産
土

（
う
ぶ
す
な
）
亭
」
な
ど
、

趣
味
趣
向
や
宿
泊
目
的
に
合

わ
せ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

富
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
観
音
温
泉
は
静
岡
県
下

田
市
横
川
１
０
９
２
の
１
。

☎
０
５
５
８
（
２
８
）
１
２

３
４
。http://www.kannon-o

nsen.com/

　　　　ペットも宿泊可能な
　　　　産土（うぶすな）亭号室

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
も
付
い
た
ダ
イ
ニ

ン
グ
「
銀
の
海
」

　
稲
取
銀
水
荘
（
加
藤
昌
利

社
長
）
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
銀

の
海
」
が
オ
ー
プ
ン
１
周
年

を
迎
え
た
。
相
模
湾
を
一
望

し
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
大
き

な
窓
と
高
い
天
井
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
確
保
し
な
が
ら
ゆ

っ
た
り
と
食
事
が
楽
し
め
る

配
席
、
そ
し
て
こ
だ
わ
り
の

味
が
好
評
だ
。

　
一
昨
年

月
の
創
業

年

を
契
機
に
、
朝
食
を
ダ
イ
ニ

ン
グ
で
提
供
す
る
バ
イ
キ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
に
深
化
。
プ
ラ

ン
に
よ
り
銀
水
荘
伝
統
の
部

屋
食
も
継
承
し
て
い
る
が
、

今
回
、
も
て
な
し
の
幅
を
広

げ
た
形
だ
。

　
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン
に
は
銀
水
荘
自
慢

の
調
理
師
が
ず

ら
り
と
並
び
、

出
来
た
て
の
味

を
提
供
。
ラ
イ

ブ
形
式
の
演
出

で
、
料
理
を
目

と
耳
で
も
楽
し

め
る
。

　
一
方
の
夕
食

は
、
評
判
の
金

目
鯛
の
煮
付
け

や
お
造
り
を
は

じ
め
、
旬
の
魚

介
な
ど
を
生
か

し
た
料
理
。
銀

水
荘
伝
統
の
会

席
ス
タ
イ
ル
で
提
供
し
て
い

る
。

　
▽
稲
取
銀
水
荘
は
静
岡
県

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
１
６

２
４
の
１
。
☎
０
５
５
７

（
９
５
）２
２
１
１
。http:/

/www.inatori-ginsuiso.jp/

（１３） 第２９９８号第３種郵便物認可２０１９年（令和元年）８月２４日（土曜日）


